
「経済連携協定（ＥＰＡ）介護福祉士候補者に配慮した国家試験の 

あり方に関する検討会」ヒアリングについて 

 

社団法人日本介護福祉士会 

会 長 石橋 真二 

 

○ ＥＰＡ介護福祉士候補者に配慮した国家試験のあり方について 

 

１ 試験問題をさらにわかりやすい日本語に改善するための提案 

 

（１）現在の難しい用語に対する配慮策についての評価 

     

専門用語等の難しい漢字に、ふりがなと、疾病名に英語併記するなどの

改善点に対しては、日本人にとってもわかりやすく大変評価できる。現に

全体の合格率が６４％、EPA 候補者が３７，９％と高い合格率となっており、

今後もこのような方法を継続していくことは必要。 

 

（２）具体的な提案 

 

 特になし。 

 

 

２ 母国語・英語での試験とコミュニケーション能力試験の併用の適否に関す 

る意見 

 

・介護福祉士の定義規定 

この法律において「介護福祉士」とは、第四十二条第一項の登録を受

け、介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもつて、身体上

又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者に

つき心身の状況に応じた介護（喀痰吸引その他その者が日常生活を営む

に必要な行為であって、医師の指示の下に行なわれるものを含む。）を行

い、並びにその者及びその介護者に対して介護に関する指導を行うこと

（以下「介護等」という。）を業とする者をいう。（下線部は平成 27 年 

4 月施行） 

 

 ＊ 介護福祉士の定義規定から、介護福祉士は心身の状況に応じた介護を 

  行なうことができなければならず、心身の状況に応じた介護を行うこと 

  は介護過程の展開に沿った介護ができることが必要である。 

 

 

 

 

資料４－４ 



介護過程の展開 

 

アセスメント（情報の収集・課題の明確化）  

アセスメント時に必要なコミュニケーションの 

カリキュラム  

・人間関係とコミュニケーション（３０時間） 

・コミュニケーション技術（６０時間）等 

             ・アセスメントを適切に行うためには高いコミュ

ニケーション能力が求められる   

  （信頼関係の構築、質問、気づき、観察など） 

 （介護計画の作成） 

            介護計画作成に必要なカリキュラム 

・介護過程（１５０時間）等 

             ・介護計画作成の演習、カンファレンスなどを繰

り返し行ない介護計画作成能力を高める。 

・介護の根拠を言語化して医療職、介護支援専門

員等の他職種に説明できるとともに、各種の専

門的知識をもって他職種と連携・協働すること

ができる。 

     （ 計画に沿った介護の実施）   

            介護の実施に必要なカリキュラム 

・生活支援技術（３００時間） 

・こころとかただのしくみ 

・介護の基本等 

・個別に応じた適切な介護技術の提供及びチーム

ケアによる連携に基づいた介護の実施 

・チームケアに基づいた介護を提供するためには 

利用者、家族、多職種との連携をスムーズに行

えることが必須であり、介護場面での専門用語

の理解と伝えるための日本語でのコミュニケー

ション能力が必要。なお、医療職とのスムーズ

な連携のためには医療関係の専門用語の理解を

しておくことが必要 

（評 価） 

               ・介護経過記録、評価記録を適切に読み取り、書

くこと、及び人に伝えることができることが必要。 

 

 

 

 

 



 

・個別に応じた介護を展開するたには、このように介護過程の展開のプロセス

が適切に行なえることが必要であり、そのためには介護・医療などの介護福祉

士として理解しておくべき専門用語なども含め十分な日本語によるコミュニ

ケーション能力を備えておくことが必要である。 

なお、重度の介護ニーズを要する方が増え、介護の仕事は人の生活だけでは

なく生命にも大きく関わる仕事となっている。最近では、喀痰の吸引など一部

医療行為も行うことになったことから、さらに安全性の確保が重要であり、医

師や看護師など医療関係者との間で、専門用語を的確に用い、日本語でのコミ

ュニケーションをとる必要がある。 

介護福祉士が備えるべきコミュニケーション能力は、日本語による介護福祉

士国家試験で出題されたコミュニケーションを伴う介護場面や事例の中で専

門的な意味を読み取リ判断することで確認できることから、コミュニケーショ

ン能力試験と専門的知識を図る試験を切り分けて実施することは、介護福祉士

としての適正が正しく評価されない恐れがある。 

日本と外国の制度の違い、日本における介護サービスは外国に無いものもあ

り、母国語に翻訳することが困難な題材もあり、本来の試験と異なる問題にな

り、それは国家試験としては問題がある。以上のことなどから介護福祉士国家

試験については母国語・英語とコミュニケーション能力試験の併用は不適切と

思われる。 

 

 

３ 効果的な学習支援に関する意見 

 

EPA 候補者の合格率を高めるためには、３年間の介護業務のなかで、受入

れ施設側が日本語学習の時間、介護福祉士の受験勉強の時間を十分に取ると

ともに、現場での経験知を高めることが有効と思われる。 

施設での研修指導者の役割も大切であり、研修指導者の指導力を高めるこ

とや研修の一部を行政等が担うなどの支援を行なうことが必要。 

日本語能力を高めるための e ラーニング学習の仕組みの環境整備、国家試

験対策・模擬試験による実力評価の分析、学習支援のアドバイスの充実はも

とより、本会でも受験対策講座や模擬試験を行なっており、候補者に対して

も各支部、地域ごとでの受験対策などの支援を行ないたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 候補者が、資格取得後、就労を継続していく上での介護に関する知識・技 

術に関する考え方 

 

・現場経験 3年で国家試験に合格して資格を取った方などについては、養成

校の卒業生と比較し、カリキュラムの不足を補う学習が必要。なお、本会の

介護福祉士初任者研修等を受講することも有効。介護福祉士として、教育の

不足を補うことや日本での介護の仕事、生活に慣れるためにさらなる日本語

学習も必要。 

 

・介護福祉士の資格取得は専門職としてのスタートである。介護の世界も日

進月歩で、制度の変更や新たな介護サービスの創設などがあり、また、新た

な介護の方法などについても学ぶことが必要であることから、常に新しい、

知識・技術の取得と自己研鑽が必要であり、今後は日本の介護福祉士と同様

に介護福祉士としての資質向上及びキャリアパスを目指していただく。 

 

・そのためには、日本介護福祉士会に入会していただき、各支部で生涯研修

に沿った研修を受ける。（図表参考）支部の研修も参加していただく。 

 

 

（参考資料） 

・日本介護福祉士会生涯研修体系図 

・リーフレット 

・各支部の連絡先 

 ・初任者研修カリキュラム 

 





■日さあ、あなたも仲間とともに 入会のこ案内

日本介護福祉士会の会員とは

介護福祉士資格を取得して本会の目的に賛同する方なら、どなたでも入会できます。日本介護福祉士会に入会すると、同時に勤務地または居住地の都道府県介護福

祉士会の会員になります。入会に際しては、入会金と初年度分の年会費をお支払いいただきます。会員は、各種スキルアップ研修会、講習会などの介護福祉士会主

催の行事に参加できます。参加費は会員価格を定めています。年6回の「日本介護福祉士会ニュース」をはじめ、いろいろな案内情報が送られます。会員専用の福利厚

生制度「安心二重奏」にも加入できます。

入会の手続き
日本介護福祉士会のホームページまたは、電話。FAX等で資料を請求してください。勤務地または居住地の各都道府県介護福祉士会でも受け付けています。
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北χ尋道 '栗北ブロック
北海道介護福祉士会
〒0010010札 幌市北区北十条西牛l SCビル2F
TEL 011-707-4700 FAX 011-717-6887
Em訂 :hokkttdo kttgo@mope「a net

青森県介護福祉士会
〒0300822青森市中央92030県 民福祉プラザ5F
TEL 017-731-2006 FAX 017-731‐ 2007
Em封 :aoncw103ass@mage ocn ne,p

岩 手県介護福祉 士会
〒0200831岩 手県盛岡市三本柳8卜 3ふれあいランド岩手内
社会福祉法人 岩手県社会福祉協議会 福祉人材研修課
TEL 019-637-コ 466 FAX 019-637-4255

富城 県介護福 祉士会
〒9818523仙 台市青葉区国見+191
東北福祉大学ステーションキャンバス3F
TEL 022-393-8557 FAX 022-393‐ 8558
E m3:m hdkukyou@bz01脚 創a。「,p

秋田県介護福祉士会
〒0191541仙北郡美郷町土崎字上野乙10930畠 山朋寿方
TEL 090-2027-0294 FAX 0187-85-4060
E ma‖ Ohh2p o27865 3s@ezweb neip

山形県介護福祉士会
〒9900021山形市小白川町2331
山形県総合社会福祉センター内
TEL 023-615-6565 FAX 023-615-6521
Em占 I〔 yaccw@Smal脚』a orip

福島県介護福祉士会
〒9631303郡山市熱海町玉川字横川56
TEL 024-984-0210 FAX 024-984-0210

関東・甲信越ブロック
茨城県介護福祉士会
〒3120022ひたちなか市金上56n lひたちなか市社会福祉協議会内
TEL 029-954-5221  FAX 029-354-1315
Em訂 :hnsha唯 002@yahoO COjp

望塑減蔑1芦輩訴讐キ奪瞥ll〔 6とナッ
=ォ
ロ祉プラサ内

とちぎソーシャルワーク共同事務所
TEL On3-600-1725 FAX 028-6001730
E mttitacsw@mmos ocn neip

辞馬県介護福祉士会
〒3718525前橋市新前橋町1312
群馬県社会福祉協議会利用支援グ
TEL 027-255-6226 FAX 027-255-6173
E mtt nend@g shakyo o「 ,p

錦 翌ヨ話亀和疎 仲町相 6勺レジ ネ降 M ttD号
TEL 048-871-2504 FAX 048-871-2504

亨漠計号溌層科導梨華:貪色千葉港牛3千葉県社会福祉センタ3F
TEL 043-248-1451  FAX 043-248-1515
E md:k訂 5n可 i@pOem Ocn ne,p

東京都介護福祉士会
〒1350003江東区猿江+37パークツヴァ猿江恩賜公園102号
TEL 03-5624-28ω l  FAX 03-5624-9650
E― ma‖ to ka go@n fty COm

神奈川県介護福祉士会
〒221‐0844横浜市神奈川区沢渡牛2神奈川県社会福祉会館内
TEL 045-311-8776  FAX 045-317-5930
E―ma‖ i nfo@kanagawa― accw o「g

社団法人新潟県介護福祉士会
〒9500994新 潟市中央区上所2‐22ユニゾンプラザ3F
TEL 025-281-5531  FAX 025-281-7710
E mdikagO@sage ocn nettp

山梨県介護福祉士会
〒4000203南アルプス市徳永175‐ 41
TEL 055-285-6488 FAX 055‐ 285‐6488

蝉想光毛金属墨昂牟薦昌獣事含0013陽光丸ビル4F
TEL 026-229-6670  FAX 026-223-6679
E ma‖ n kttgo@muse ocn ne,p

東海・北陸ブロック
⑮富山県介護福祉士会

野1118オフィス西中野lF
TEL 076-4盗 9-2442 FAX 076-422‐ 0440
E m3 itoyama kttgo@tOpaz ocn neip

鬱q」
厚誕は露ξ鵞培某参町3引引0石サ県社会福社会館内
TEL 076-234-1151  FAX 0762-34-1153
Em封 :`肘 kawa)nZ訂 @に k Shakyo o「 ip

⑬福井県介護福祉士会
〒9102178福井市栂野町1017金牧裕美方
TEL 0776-24-O086  FAX 0776-41-8540
E mtt fukd kか go@apoSt脚』a Orip

⑬岐阜県介護福祉士会
〒5016063羽島郡笠松町長池3962奥村
TEL 090-7695-8903  FAX 058‐ 387-6347
E mttli n oku@CCn3 antt ne,p

⑫静岡県介護福祉士会
〒4200024静岡市葵区中町249若杉ビルDF
TEL 054-253-0818 FAX 054-253-08ρ 9
Em封にshttuk前 @cy inc ne,p

⑫愛知県介護福祉士会
〒4928137稲沢市国府宮3411第二児玉荘101号
TEL 0587-32-0554 FAX 0587-32-0536
Em訂 :ac肺 kago@Pu「 e OCn nelp

@三重県介護福祉士会
〒5148552津 市桜橋2131二重県社協サービス支援部内
TEL 059-27ヽ -9918  FAX 059-227-5548

近畿ブロック
滋賀県介護福祉士会
〒5250014草津市駒井沢町302
TEL 077-568引 758 FAX 077-568-3178
E―ma‖ sh gakaigo@sh ga」 aCCW,p

i′甲、都府介護福祉士会
区猪熊通丸太町下ル仲之町519

京都社会福社会館2F
TEL 075-801-8060  FAX 075-801‐8083
E mali kyOtO kttgofukus肘 @rust Ocn ne,p

社団法人大阪介護福祉士会
〒542‐0012大 阪市中央区谷町7415大阪社会福社会館内
TEL 06-6766-3633  FAX 06-6766-3632
Em討 I:nfo@kago Osakaip

薪 釉 講 鞣 含坂口通21引 8兵庫県福祉センタ¬ F
TEL 078‐ 232‐4590 FAX 078-232-4590
E ma‖ :hyouk前 @sanynet ne,p

奈良県介護福祉士会
〒6340063橿 原市久米町569ヒロタウエストゲート405号
TEL 0744-95-S986  FAX 0744‐35-5286
E mtt na「ak】go@gtta COnet ne,p

Ч課!屏♪冒議耳略盲ゼ話引真寿苑内
TEL 0739-22-3639  FAX 0739-26-3422
Em前卜w kjgofukuSttka@mage Ocn ne,p

中国。四国ブロック
鳥取県介護福祉士会
〒6890201鳥ヨ)R市伏野17295鳥取県立福祉人材研修センター内
TEL 0857-59‐ 6336 FAX 0857-59-6341
E ma:msh mOtOo@tottOtt Wd or,P

零鷲斐討感請奪雪辛菩怠滸906有限会社介護の相談
TEL 0853-24‐8883 FAX 0353-24-8884

森山内

社団法人岡山県介護福祉士会
〒7000813岡山市石関町21岡山県総合福祉会館5F
TEL 086‐ 222-3125  FAX o86-222-6780
E mttl okayama kaigo@woody ocn nettp

姜晟誌か爵甚暴禽雷鵬 1 22広 島県社会福祉会館内

Em』 sttmanekatto@yahoo co jP

社団法人福岡県介護福祉士会
〒8120012福岡市博多区博多駅中央街7
TEL 092-474-7015 FAX 092-436-5234
E ma‖ fkaも o@er COara。「,p

TEL 082-254-3016  FAX 082-254-3017
Em占 |:hrosttmakttgo@zb Wakwak com

撃咲剥娠慧施請育訂辛弓群密町9嗚 山口県l比含福協 議会内
TEL 083-924-2783  FAX083-922-6652
E mttI:kaSkai@yg yOu+net orip

徳島県介護福祉士会
〒7793105徳島市国府町東高輪字天満3691
徳島健祥会福祉専門学校内
TEL 088-642-9666 FAX 0886-42-9227
Emか 1:schod@kensyok訂 o「 ,p

香川県介護福祉士会
〒7620044坂出市本町3526トマトマンション203号
TEL 0877-46-0143  FAX 0877‐ 46-0133
E mal〔 kagawa kttgo@sli「 tOCn ne〕 p

雫拠諸暑飾 3刊¬5醜 県総合社会福惟 館2F
賢媛県社協 福祉振興班内
TEL 089‐ 921-8566 FAX 089‐ 921-3398

高知県介護福祉士会
〒7808567高知市朝倉戊3751高 知県社会福祉協議会
TEL 088‐ 844‐351l  FAX 088‐ 844-3852

九州。沖縄ブロック

彎
静 嵐

社 法人 日本介護福祉士会

哺

1シック博多駅前ビル5F

ループ内

佐賀県介護福祉士会
〒8460002多久市北多久町大字小侍869
TEL 0952-75-3292  FAX 0952-75-3293
E ma‖ sagakattOhukuЫ @yahOO CO,p

長崎県介護福祉士会
〒8528555長 崎市茂里町324長崎県総合福祉センター県棟4F
TEL 095-842-1237 FAX 095-842-1310
Em前 li nagasamkattofukusi@lagOOn ocn neip

熊本県介護福祉士会
〒8620950熊本市水前寺6415千代田レジデンス県庁東210号
TEL 096-384-7125 FAX 096-297-8115
Em占 :nfo@kumamoto katto jp

大分県介護福祉士会
〒8700921大分市萩原牛858大分県整骨会館3F
TEL 097-551-6555 FAX 097-551-6555
E ma‖ :oha kattOfUkuSttS肺 @almOnd ocn neJp

宮崎県介護福祉士会
〒8800014宮崎市鶴島296 NPOハウス3F904号
TEL 0985-p2-3710 FAX 0985-22‐ 3711
E ma‖ kenka‖ uku1 993@rhythm ocn ne,p

嘩鞭芳詔昂隠 命募町17県社会福祉センタ4F
TEL 099-206‐3050 FAX 099-206-3050
Em占 1:laCCW46@p05 synapse ne,p

常昇発益糊請龍嬉ξ錦与31
沖縄県総合福祉センター西棟4F
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介護福祉士の職業倫理と資質の向上を
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社団法人 日本介護福祉士会

会長 石橋 真二

1987(昭和62)年、介護福祉士制度が創設されました。その2年後には2631名 の介護福祉士が誕生しました。全国各地で仲間同士がネットワークを作
'ヅ

始め、都道府

県単位の介護福祉士会が組織され、1994(平成6)年 2月に日本介護福祉士会が結成されました。

本会の目的は、「介護福祉士の職業倫理及び専門性の確立、介護福祉に関する専門的教育及び研究の推進並びに介護に関する知識の普及を図り、介護福祉士の

資質及び社会的地位の向上に資するとともに、国民の福祉の推進に寄与すること」です。

日本介護福祉士会は多くの事業に取り組み、2000(平成12)年には社団法人となり、現在に至っています。

日本介護福祉士会では、介護福祉士資格取得後のキャリアアップを目的として、生涯研修制度を構築しています。全国大会、ブロック研修会、リーダー研修会をはじめと

する日本介護福祉士会主催研修や、初任者研修会等の各都道府県支部主催研修など、様々な研修を行っています。これらの研修へ参加・修了すること|こより、会員
の皆様にはポイントが加算されていきます。会員の皆様には生涯研修手帳を配布しており、個人の研修履歴が記録されるようになっています。各種研修会では、多くの

場合会員の皆様に有利な受講料の設定をしています。通常知り合う機会の少ない他地域の介護福祉士との情報交換により交流を深める意味力ちも、研修会への参

加をお待ちしてお
')ま
す。

介護の専門性を確立する学術活動の一環として、実践に根ざした介護福祉学の構築を目的に、2003(平成15)年に日本介護学会を設立しました。毎年1回、研究発表
の場となる学術集会を開催しています。日本介護福祉士会の会員であればどなたでも参加できます。また、介護の学術専門誌『介護福祉士』も発行しています。

『日本介護福祉士会ニュース』を隔月発行しています。介護福祉士に必要な福祉施策の動向や日本介護福祉士会の活動及び研修会情報を伝えています。ニュース

は全会員へ配布いたします。会長・冨1会長の公的会議への参加状況や各種検討委員会の報告なども行っております。日本介護福祉士会への資料を請求することや、

各研修会の参加申込書を入手することもできます。

■ 日本介護福祉士会の歴史

■ 国家  対策
国家試験の受験対策として模擬試験等を行い、介護福祉士国家資格を取得する方を支援しています。筆記試験だけではなく、実技試験対策も各地で開請しています。

国の社会保障審議会分科会をはじめ、地方自治体や第二者機関などに、介護福祉士の立場からの意見・提言を行っています。現場の事情を反映させることなど、介護

福祉士の社会的地位の向上に向けた活動の一環です。
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明日の介護を支える介護福祉士に

介護福祉士が誕生して20年が経ち、より質の高い介護福祉士の養成を行うために介護福祉士制

度の見直しが行われました。今回の法律改正では、新たに「資質向上の責務」が明記され、専門職

として自分を磨き続け、サービスの質を高めることが明確にされています。

今後さらに、私たち介護福祉士は社会の多様化したニーズに応えるためにも、専門職としての高い

倫理をもち、資質向上に努めなくてはなりません。

日本介護福祉士会では、一人ひとりの介護福祉士が自己研鑽出来るような様々な研修を行い、キャ

リアアップの仕組みに応じた生涯研修体系の確立にも取り組んでいるところです。また、介護福祉士

の社会的評価の向上を目指して様々な取組みも行っています

日本介護福祉士会は皆さんの入会を心から歓迎しています。介護福祉士の専門性の確立、社会

的評価の確立に向けて、とも|こ力を併せて日本の介護の未来を創造していきましょう。

拶

虫
～

見

日本介護福祉士会生涯研修制度

(検討中)

日本介護福祉士会の認定した

他団体主催研修

管理介護福祉士研究介護福祉士専門介護福祉士
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研修時間

１　介護福祉士の専門性と職業倫理 2

１　介護福祉士の資格制度成立まで

２　社団法人日本介護福祉士会の設立に向けて、取り組みと職能団体の役割

３　法律上定められた介護福祉士の位置づけと義務について

４　介護福祉士と社会保障の関連制度

３　介護福祉士の仕事とコミュニケーション 1.5

　　コミュニケーション技術

４　介護福祉士の基本的態度 1

１　よりよい介護を目指した介護技術 1.5

２　移動の介助 2

３　食事の介助 1

４　排泄の介助 1

５　緊急時の対応 0.5

６　介護過程の展開
５

（うち演習３）

７　記録と報告 1.5（演習）

１　高齢者の疾患の概要とその特徴

２　認知症について

３　薬の基礎知識

４　廃用症候群

９　　福祉用具の意義と活用 1.5（実技）

21合計

※原則として標記の時間で行うものとするが、都道府県支部において、時間数の増による独自の
プログラムを作成することは可能とする。

８　介護福祉士のための医学知識

1.5

５　介護福祉士のための介護技術

初任者研修会　カリキュラム

項目

２　介護福祉士の法律と関連する制度政策

1


